
1.  はじめに

今， 英語教育を巡る状況が大きく変わりつつあ

る。 新学習指導要領 （平成 29 年 3 月告示） にお

いて， 小学校中学年に外国語活動， 高学年に外

国語が導入された。 平成 30 年， 31 年の学習指

導要領移行期を経て， 平成 32 年度から全面実

施である。 現行の学習指導要領では 5， 6 年生

対象だった 「外国語 （英語） 活動」 を 3， 4 年生

対象に引き下げ， 5， 6 年生では英語を 「教科」

とするよう定めた。 これまでは， 親しみを持たせる

目的だから中学英語の前倒しはしない， 文字は

教えないという方針だった。 それが， これからは正

式な教科なので， 検定教科書があり， もちろん文

字を教え， 簡単な文法も教え， 成績評価もある。

小学校 4 年間の英語授業で，600 〜 700 語程度

の単語を覚えることになっている。 また中学校へ

の接続を図ることを重視することが求められた。

小学校での外国語導入を受け， 中学校の英語

教育も当然変えなければならないだろう。 これまで

のような初期の文字指導（アルファベット）やフォニッ

クスのような音声指導から始めるのではなく， 英語

でのコミュニケーションを重視した指導や言語活動

を入学当初から積極的に進めていかなければなら

ない。 新学習指導要領でも外国語科の目標は「簡

単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え

合ったりするコミュニケーションを図る資質 ･ 能力」
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を育成することとしている。 これまで以上に英語「を」

どう学ぶかではなく，英語「で」何をやりとりするのか，

に重きを置いた指導に心がけなければならない。

しかし， 中学生になると小学校時ほど積極的な

発話をしようとしない。 それは， 学習の難易度が上

がることだけでなく， 自意識が育ち， 正確さへのこ

だわりや不安が増大する認知的発達段階へ入ると

いう学習者自身の変容にもある。 そういったことも

踏まえつつ， 中学生のコミュニケーション能力を高

める効果的なアプローチを模索する必要がある。

正確さへのこだわりや不安が顕著に見られるの

は， ライティング活動である。 生徒にとっては文字

として残る自身の英語表現に対して， スピーキング

以上に正確さを追求するあまり， 相手を意識した

コミュニケーションツールという認識が希薄になりが

ちでもある。

生徒自身が英語でのアウトプット活動に積極的

に関わろうとする場の設定とコミュニケーションツー

ルとしての英語表現のブラッシュアップの両立を目

指した試行錯誤が続いている。

2.  生徒の実態

本校の生徒の英語学習における実態として，

・ コミュニケーション活動に積極的である。

・ 異文化や外国への興味 ・ 関心が強い。

・ 語彙や表現をインプットすることが得意な生徒

も苦手な生徒も見られる。

・ インプットしている語彙を即興でアウトプットす

ることが苦手である。

などの様子が挙げられる。 学習に前向きに取り

組む一方， 既習の英語を用いたやり取りに苦労し

ている生徒が多く， 英語でのやり取りが生徒にとっ

て簡単なことではないことがうかがえる。 このような

生徒の実態を踏まえたうえで， どのような活動が生

徒の学びを深めていくことに効果的であるか， ま

た，英語を手段として相手と繋がっていくためには，

どのような活動が考えられるかを考え， 日々の授

業研究に取り組むこととした。

3.  Large Grammar 活動

生徒が英語でコミュニケーションを図るために

は， 語いや表現の習得などのインプットの蓄積が

必要である。その蓄積があって，適切なアウトプット，

すなわち 「言いたいことが言える」 「書きたいことが

書ける」 というアウトプットへ繋がっていく。 コミュニ

ケーションの場面では， 即興性が求められるため，

瞬時にアウトプットできるためのトレーニング活動が

不可欠である。 トレーニングの一例として， 鳥取大

学地域学部の足立和美特命教授が提唱されてい

る Large Grammar 活動を行っている。

3.1  目的

英語を使うためのきっかけとなるチャンク （教科

書で既習のものを区切ったもの） を与えてインプット

活動を行い， 習得した英語 をリサイクルするかのよ

うに， 書いたり話したりできるようなアウトプット活動

へ繋げていく。

3.2  インプット活動 （例）

①ワークシートを配布する。（図 1）

②ペアワークで一方が日本語， もう一方がそれ

をすぐに英文に直し， それが正しいかどうか

日本語を言ったほうがチェックする。

③インプットするチャンクの数は一回につき 10 文

から 15 文程度で行い， 制限時間に何度か

チェックを行う。
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3.3  アウトプット活動  （基本編）

Combination Activity
意味の区切り （チャンク） に分けたものを組み合

わせて新しい文をつくる活動

①チャンク表 （図 1） のチャンクとチャンクを組み

合わせて， 新しい英文を作る。

②そのままでは組み合わせにくい表現は， 意味が

通る英文へ組みかえて英文を作ることも可能。

例文　　

チャンク  3   +　チャンク  10    
＝ We should speak three languages.
チャンク  8  +  チャンク　 4    
＝ We can （ learn） the importance of （peace）.

意味の区切り （チャンク） に分けたものを組み合わ

せて新しい文を作る。

Combination 活動では， 表現の広がりは限定

されるが， チャンク同士を繋げるために後に続く品

詞や文法を確認させることができる。 アウトプットの

初級的な活動である。 この活動では， 英語が苦

手な生徒でも大まかな意味さえ理解すれば， どの

英文とどの英文がマッチングするかのイメージがつ

かみやすいという利点がある。

アウトプット活動 （応用編）

Expansion Activity
意味の区切り （チャンク） に分けたものに， 自分

のアイデアを足して新しい英文をつくる活動

①チャンク表 （図 1） のチャンクの前， または後

ろに自分の知っている語を加えて， 新しい英

文を書く。

②制限時間内にできるだけ多くの文を書く。

（5 分程度）

③ペアで作った英文をシェアリングする。 互い

のアイデアを共有し次の活動につなげる。

意味の区切り （チャンク）に分けたものに自分のアイ

ディアを足して新しい文を作る。

Expansion Activity 活動では， チャンクに知っ

ている表現を加えて単文を書くことからスタートす

る。 時間を限定することで， 生徒はできるだけたく

さん書こうと意欲的に取り組む。 チャンクの表現を

イメージして， それに繋がる語いや表現を考えるこ

とでその情景を広げていく。

図 1
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例文　下線部はチャンク

生徒 A
Have you ever played soccer?
I’ve been interested in it since I was a little.
Why don’t you go to the park to play it?
I’m glad to play with you.

生徒 B
I wanted to be a doctor.
I wanted to see pandas.
I wanted to be a vet.
I wanted to be a nurse.

生徒 C
Have you ever been to Okinawa?
Why don’t you go hopping with me?
I’ve been interested in basketball.
I wanted to watch TV with you.

生徒の書いた例文を紹介している。 単文をたく

さん書く活動であるが， 慣れてくると生徒が一文か

らイメージをふくらませて関連性のある表現を書い

ている様子が分かる。 生徒 A は，サッカーをテー

マにしてチャンクを用いた繋がりのある英文を書い

た。生徒 B のようにチャンクに繋がる語いをたくさん

書く生徒もあれば， 生徒 C のように完全に独立し

た英文を書く生徒もある。 同じ指示を与え， ワーク

シートを用いて取り組んだ生徒のアウトプットが多岐

にわたるのは， 個々の想像力とやりくりに起因する

ところが大きい。

教師が選んだ３つのチャンクを含み， 自分のアイ

ディアを駆使して新たな物語を作る。

アウトプット活動 （発展編）

Advanced Expansion Activity
教師が選んだ 3 つのチャンクを含み， 自分のアイ

デアを駆使して新たな物語 （会話） を作る活動

①指定されたチャンクを使い， ある程度意味の

通ったストーリーになるように英文を作る。 会

話形式でも物語形式でも構わない。

②制限時間は 6 分間。

③数名の生徒の英文をボードに書いて全体で

共有する。

例文　下線部は指示されたチャンク

生徒 A
A: Have you ever been to Australia?
B: No, I haven’t. I wanted to go there when I 

was a child.
A: Really? Me too. Why don’t you go there 

this weekend?
B: Good idea! We will have a good time.

（37 語）

生徒 B
A: Have you ever been to New York?
B: No, I haven’t, but I’ve been interested in 

New York since I was a little.
A: I’ll visit there tomorrow. Why don’t you 

go there?
B: Really? I’d love to.  （35 語）

生徒 C
I’ve been interested in sushi. Sushi is Japa-

nese original food. When I have a good thing, 
I usually go to sushi shop. I think sushi is the 
most delicious food in the world. Why don’t 
you go to sushi shop with me? （42 語）

生徒は実によく考えて英文を作っている。 実際

にはあり得ないであろう出来事を英文の中で面白

く表現できることもこの活動の楽しさである。Why 
don’t you ～ ? などを用いるには物語形式よりも会

話形式でストーリーを考える生徒が多くみられた。

指示するチャンクによって， 会話の方が話題を展

開しやすいものもあれば， 物語としてイメージをふ
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くらませやすいものまでさまざまである。 教師が指

示するチャンクを使うことはもちろんだが， それに

加えて自分の知っている語いを引き出して， 場面

の中で使えるようにするために生徒たちは短い時

間でさまざまなやりくりをして英文を書いている。 ス

ペルミスが見られたり， 文法的に正しくない表現

を書いたりすることがあるが， 失敗をおそれずに

どんどん発信させることがまずは大切なことである。

Large Grammar 活動を行う中で， 生徒たちは，

授業で学んでいる英語がどんな場面で使われる

表現なのかを考えて， 「こんな場面で使えるな， い

つか使ってみたい」 という意識で学習に取り組むよ

うになってきた。

学んだ英語を生徒が使えるようにする活動の一

例として，Large Grammar 活動を紹介した。 次に，

各学年で取り組んだ授業実践の様子を紹介する。

4.  2 年生の取り組み

4.1  はじめに

英語を学ぶ目標は 「簡単な情報や考えなどを

理解したり， 表現したり伝え合ったりするコミュニ

ケーションを図る資質・ 能力の育成」 である。 そ

こで 2 年生では①コミュニケーションを図ろうとす

るモチベーション， ②コミュニケーションの手段とし

てのアウトプット活動， そして③コミュニケーションの

ための異文化理解を柱として取り組んだ。

モチベーションについては， 毎年取り組んでい

るグリーティングカード作り。 そしてアウトプット活動

については， Large Grammar の利用。 特に本年

度は日本語から英語へのアウトプウト活動だけで

はなく， 英語から日本語へのアウトプット活動にも

重視していくこととした。

2 年生で学ぶ英語もより複雑になり， 生徒が目

にする英文もこれまで以上に長くなってくる。 目の

前の英文を単なる文字として認識するのではなく，

そこで書かれている内容をより深くつかむことを大

切にし， 「どう訳すか」 から 「何を伝えたいのか」

に視点を移しながら， 長文に触れるような取り組

みにしていきたいと考えている。

4.2  問題の所在

英語教育においてコミュニケーション能力を高

めるには， とりわけ 「話す」 「書く」 といったアウト

プット活動を充実させることは当然のことである。 し

かし， 生徒自ら自由にアウトプットするためには， そ

れなりの知識習得や表現方法の獲得， つまりイン

プット活動を十分に行わなければならない。

しかし， 気を付けなければならないのは， ある

ことを表現するために， それに該当するインプット

を一つ学習すればいいのではないということであ

る。 私たちが考えた思いや表現は， 英語に変換

すると様々な条件により多様な表現が考えられるこ

とを意識しなくてはならない。

4.3  言語の多様性に触れるやりくり

本学年の生徒は入学以来， 英語表現の多様

性について意識するような取り組みを行ってきた。

例えば， 相手のいった言葉が聞き取れずもう一度

聞き直すときの表現は， 教科書では 「Pardon?」
と書かれているが， 決してそれ一つではなく，

「Excuse me?」 「I’m sorry.」 なども日常では用い

られる。 ある一つのことを伝えるための英語は一

つではなく， これまで学習してきた文法や語彙，

様々な表現を用いることで， より自分の感情や思

いが伝えやすくなる多様な表現があることも知るこ

とも大切である。 これらの取り組みを重ねた結果，

授業中に 「この言い方でもいいですか。」 「この表

現は以前学習した表現とどう違うのですか。」 と

いった発言をする生徒もみられるようになった。

普段の授業において， 教科書で見かける新

出単語や表現を学習するとき， それに対応す

る一つの意味 （日本語） で紹介することが多い。

例えば 「I」 は教科書では 「私」 と訳されること

が多いが， その人物やキャラクター， 性別によっ

ては 「僕」 「俺」 「あたし」 など様々な日本語で

訳されることの方が自然な場面もある。 生徒に

とっては 1 つの英単語に 1 つの日本語訳という

関係を提示された方が理解しやすいかもしれな

いが， そのことが英語表現への弊害にもなりはし

ないだろうか。 つまり， 一つの日本語表現を英語

で伝えるとき， その正解が一つしかないと考えて

しまう傾向が生徒に見られるということである。 上

でも述べたようにそれぞれの言語の特徴を理解

することで， 日本語から英語， 英語から日本語

へのアウトプットの手助けになる取り組みを考える

必要があろう。
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日本語から英語へ， 英語から日本語へ。 それ

ぞれの言語をつなぐ多様な道を生徒に理解させる

にはまだまだ時間がかかる。 しかし， 日々の授業

や様々な取り組みを行うことで， 生徒の意識が変

容するのではないかと考え， 日々実践を繰り返し

ている。

教科書の各レッスンに設定されている長文読解

を 「オリジナル翻訳」 という手法で取り組んでいる。

様々な場面背景やキャラクターを深く理解した上

で， 自分なりの日本語翻訳に取り組む活動である。

Let’s Read 1「A Pot of Poison」 は日本の狂言 「附

子」 を中学生用に翻訳された題材である。 言語

の多様性に触れる適切な題材と考え， オリジナル

翻訳に取り組ませた。

新学習指導要領においても 【（2） 読むこと】 に

おいて， 「イ　日常的な話題について， 簡単な語句

や文で書かれた短い文章の概要を捉えることがで

きるようにする。」ことが目標として掲げられており，「概

要を捉える」 とは， 例えば物語などのまとまりのある

文章を最初から最後まで読み， 一語一語や一文

一文の意味など特定の部分にのみとらわれたりする

ことなく， 登場人物の行動や心情の変化， 全体の

あらすじなど， 書き手が述べていることの大まかな

内容を捉えることが大切であると解説されている。

生徒にはまずその背景をつかませるために， そ

れぞれの登場人物について理解を深め， その後

翻訳活動に取りかかることとした。 生徒は各ペー

ジの台詞を読み取り， その台詞を登場人物ごとに

抜き出すことで， それぞれの性格を理解しようと試

みていた（図 1）。 時には生徒同士で理解の相違

が見られる場合には， お互いの意見を交わしなが

ら話し合う姿も見られた。 時代背景， 和尚と小僧，

話の展開など様々な視点で生徒は考えを深めな

がら取り組んだオリジナル翻訳は， どれ一つとって

も全く同じもののない，個性に溢れた作品となった。

（図 2） 

さらにこの取り組みを理解で終わらせるのではな

く， 英語表現の活動まで発展させたかったため，

最後にはこの物語のあらすじを英文でまとめた。

（図 3）

「書くこと」 に苦手意識を持っている生徒は多い。

それは， 生徒が持っているこれまでの英語表現

や語彙といったインプット量とライティング能力が比

例していることや， 正しい綴り， 正しい文法を用い

る事への抵抗もあるだろう。 しかし， 長文の要約

については， オリジナルの英文をできる限り用い

て， その表現に少しずつ変化を加えながらあらす

じを述べていく活動であり， 生徒への抵抗感は大

きくない。 またオリジナルのテキストから何を抽出

し， どう表現し直すかは生徒の感性や考えに由来

するので，誰一人として同じ要約文もない。 そういっ

た意味では， 一つの目的となる活動に， 生徒個々

の英文ができるので， それぞれの違いを共有した

り， 生徒同士が考えをシェアしたりするには非常に

良い活動だと感じた。図 1.  「A Pot of Poison」 登場人物理解

図 2.　「A Pot of Poison」 オリジナル翻訳
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4.4  手紙を書くというやりくり

先ほどの長文要約でも触れたように，生徒にとっ

てアウトプット活動は容易なことではない。 スピー

キングでは， 身振り手振りを交え， 顔の表情や言

い方， また多少間違った表現でもその意図が伝

わればコミュニケーションとして成立するツールで

あるが， アウトプット活動， 特にライティングについ

てはそうはいかない。 自分が書き記した文字だけ

で， 相手に伝えなければならないからである。 そ

ういった意味ではこの時期のライティング活動にお

いて， 教師が考えなければならないのは 「正確さ

（Accuracy）」 と 「書こうとする意欲 （Motivation）」

のバランスである。

そこでここでは， 本学年が昨年度も取り組んだ

セレブレターの取り組みについて紹介する。

セレブレターとは， 自分が好きな海外のアーティ

ストやスポーツ選手に実際に手紙を送るという活動

である。（図 4）

事前に生徒はインターネットなどの情報から送り

先を調べ， その後学校でファンレターを書き， 返

信用の封筒を入れ， 実際に自分の足で郵便局に

もっていき， 送る。 学校での評価はファンレターづ

くりだけなので， 実際に海外に送るかどうかは生徒

自身に任せている。

実際に送る場合， 生徒は自信が書き綴った手

紙と返信用封筒を同封する。 返信用封筒には生

徒の住所を記しておき， 後日返事が届いたときに

は生徒住所へ届くことになる。 海外からの返信に

は時に夏頃となることもあり， 非常に時間のかかる

ことである。 忘れた頃に自分が好きな海外のセレ

ブから手紙が届くのはとても感動的であり， 自分の

英語が相手に届いたときの喜びは筆舌に尽くしが

たいことである。 そのような体験を繰り返すことで，

自分の英語で表現することへの抵抗も少なくなり，

意欲も高まるものである。

昨年度， 1 年時に過去の先輩の活動を紹介し，

多くの先輩が海外のセレブから返事をもらったこと

を紹介し， 取り組ませたが半信半疑なところもあり，

セレブレターを書くところで諦めてしまい， 実際に

送った生徒は例年に比べて少なかった。

しかし， その中でも実際に送った生徒には返事

が返ってきたものも少なくなく，またその返事が返っ

てくる時期もまちまちで， 遅いものになると昨年末

に出した返事が今年の夏に返ってきたと生徒もい

たらしく， 「やっぱり返事が返ってくるんだ。」 「今年

は絶対に送ろう！」 といった意欲的な反応もあり，

かなりの手応えを感じている。

今年度は， 昨年度の経験があるので， 教師は

何の指示もせず， 「相手がその手紙を読んでどん

な気持ちになるか想像して書きなさい」 とだけ伝え

た。 そのような中で生徒の書いた手紙には昨年度

には見られなかった変化が多く見られた。

まずは手紙のタイトルである。 昨年度はクリ

スマスのメッセージということで生徒のほとんどが

「Merry Christmas」 という表現を用いたが， 今年

度は 「Happy Holidays」 という宗教的な意味合

いに配慮するものが多く見られた。 中学校での

様々な学習を通して， 世界の人々や多くの宗教的

な問題などもしっかり考慮したものと言えよう。

またその内容も中学 2 年生らしいものとなった。

昨年度はこちらが提示した例文を多く用いて， ど

ちらかというと同じようなフォーマットで書かれたもの

が多く見られたが， 今年度は先にも述べたように

例文などの提示もしなかったので， 生徒 1 人 1 人

がこれまで学習した英語表現を最大限用いながら

1 人 1 人異なった英文を見ることができた。 その中

でも， I think/hope/ that …といった接続詞 that

図 3.  「A Pot of Poison」 要約文
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を用いた文， ま た If you read this letter …や

When I see you in this movie for the first time
…などのように接続詞を多用する， これまでとは違

う複雑で豊かな英語表現を見ることができた。

4.5  まとめ

英語を用いたコミュニケーションとは， 自分の考

えや表現したいことを英語を媒介として相手に届け

ることである。 今年度の取り組みを通して， 間違い

を恐れず英語を書こうとする姿勢や意欲はみられ

るようになった。 また日本語と英語は異なる言語で

あり， 英語を日本語で理解すること， また日本語

を英語で表現することの答えは 1 つではなく， 多

様なアプローチがあることも理解しつつある。

しかし， だからこそ生徒の表現活動に求められ

るものはより高度になる。 時や場， またお互いの

人間関係などにあわせた表現をその都度生徒自

らが考えなければならないからである。

英語科にとっての 「やりくり」 とは， 単なる語彙

力だけでなく， これまで以上にコンテンツへの理

解度や状況 ・文化的背景など様々な視野で英語

を見きわめていく力と考える。 今後は， そのような

視野の広さと文化的背景の理解度を深めていける

ような教材づくりをしていきたい。

5.  3 年生の取り組み

5.1  はじめに

3 年生を迎えた生徒たちは， 英語をことばとして

捉えるというよりは， 教科として見ることが多くなった

ように思える。 その最たる例が， 本年度最初に生

徒に尋ねた 「英語で最もつけたい力」 についての

返答である。 昨年度は 『話す力』 と答えていた

多くの生徒たちは， 「今年は入試があるので， 『聞

く力』 『読む力』 『書く力』 をつけたい」 と考えるよ

うになってきた。 だからといって， 入試対策ばかり

をするわけではなく， 今までと変わらず， インプット

したことをアウトプットするトレーニングを続けている。

昨年度より意識している Quick Response （即興活

動）， 音読， 新出文法を使った活動の工夫， ディク

テーション活動を継続しながら実践を行っている。

5.2  Large Grammar 活動を発展させる

か ね て よ り 生 徒 た ち が や って い る Large 
Grammar 活動をさらに発展させた活動を取り入れ

たことが本年度の新しい取り組みである。 本校の

研究発表大会に向け， 鳥取大学地域学部足立和

美特命教授に助言をいただき， Large Grammar
活動の後に， Imaginary Interview を取り入れた。図 4.  生徒の作ったセレブレター
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方法は以下の通りである。

① チャンクの音声確認 （ペア）

② チャンクを使ってのエクスパンション活動

 （チャンクに自分が知っている英語をつなぎ，

新しい文を作る）

③ ②で作った文を共有する（ペア， クラス全体）。

④ チャンク表より，教師が3つのチャンクを選び，

そのチャンクすべてを利用し， オリジナルの

物語を書く（使用順は順不同）。

⑤ ④でできた物語を共有する （ペア）。 その物

語に関わることや内容について， 英語で質

問 （Imaginary Interview） をする。 想像上

のことなので， どんな質問でもよい。 物語を

書いた生徒は， その質問に即興で答える。

話すとき， 困ったら Filler （well, let’s see な

どのつなぎことば） を使う。

⑥ クラスの中より 1 人を選び， その生徒が書

いた物語を全体で共有し， それに対しても

Imaginary Interview を行う。

A1 : Which teams are going to play soccer?
B : Gainare Tottori and Gamba Osaka.

A2 : Do you like playing soccer?
B : No, I don’t.
A2: Oh, really?

5.3  Error Correction について

どこかで生徒の書いた英語の間違いを訂正

（Error Correction） する場面があるかどうかの質

問を受けることがある。Large Grammar 活動では，

大まかに書けることを目的としているため，生徒たち

のエラーを訂正することはほとんどない。 自由に書

かせる場面や昨年度より実施している英借文でも，

本人の希望がない限りはエラー訂正をせず，書きっ

ぱなしであることが多い。 赤ペンでエラー訂正を

されたワークシートやノートを生徒が見たとき， 少な

からず， ショックを受け， 書くことへの意欲を失わ

せる恐れがあることから， エラー訂正をする活動と

エラー訂正よりも書くことを優先させる活動とを分け

ている。 新出文法を学習したあとの， インタビュー

活動で話したり情報を得たりした英語は，必ずワー

クシートに書かせることにしているが， そこで書か

れた英語は点検し， エラー訂正をする。 細かいエ

ラーは各自で直すのだが， その文法に関わる致命

的なエラーについては直せるまで提出し続ける方

法をとっている。 また， 教師が英語で質問し， 生

徒が間違えた場合などには， 生徒が言った英語

を正しい表現に直して繰り返した上で， 生徒の発

表をほめるようにしている。

T : What do you see in this picture?
S : Boy is doing presentation.
T : Yes, a boy is making a presentation. Well 

done!
一方， おしゃべりをしたあとに話した内容を英語

で書く活動をするが， その書いたものは話したもの

のメモという捉えでいるため， エラー訂正はしない。

また， 英借文についても， 学習した文法を使い，

元々ある文を少しずつ変えながら書くという目的が

あるため， 特に訂正はしないが， 英語を上達させ

たい生徒の中には， エラー訂正を申し出るものも

あり， 英借文のエラー訂正を教師側ですることにし

ている。 エラー訂正の有無が生徒の英語力に及

ぼす影響がどんなものかまだ検証は行っていない

が， 意欲により好意的に捉えられたり， また落胆さ

せるものになりかねなかったりと，難しい側面を持っ

ていると考える。

英借文について，昨年度の資料と同じものだが，

ノートの使い方について載せておく。
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5.4  進出文法導入と英語を使う活動の工夫

新出文法を学習する際に， 気をつけているの

が， 文法との出会わせ方とその文法を使った活

動である。 初出の文法を紹介する際には， 生徒

が推測しやすいよう， 興味を引く写真や絵を見せ

ながら， 1 ～ 2 分程度の英語を話して聞かせるよ

うにしている。 本年度であれば，bubble tea/boba
（タピオカドリンク） や rolled ice cream （ロースア

イス） などを登場させたり， 海外のお祭りのことな

どを紹介したりした。 今年度は 10 月にイギリスの

ニューステッドスクールの生徒たちの本校への訪

問もあったことから， イギリスのことも外せないもの

となった。

①　It is 形容詞 for 人 to 動詞の原形 ～ .
7 月に学習したことから， 新出文法を使い， 7 月

4 日のアメリカ独立記念日のことを紹介した。 写真

があることで， 生徒も推測しやすく， また， 興味を

持って学習することができた。

It is wonderful to see a lot of fireworks from 
the boat on July 4th. You can buy fireworks at a 
stand, but it is expensive for you to afford it. 

新出文法導入後は， 文の形を考えながら， 自

分自身のことを英文で書く練習をした。

自分のことを書いた後は， 近くにいるクラスメイト

とお互いのことを尋ね合った。

英借文を意識したノートの使い方

（活動のワークシートには， it is 形容詞の文で使う形

容詞の使い方についての注意事項も確認した。）
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②　接触節

イギリスの生徒たちを迎えるにあたり， イギリスの

若者に人気のあるファッションブランド・ superdry
について紹介した。

Superdry is a fashion brand many young 
people in the U.K. like. Julian Dunkerton estab-
lished it. When he was living in Japan, he often 
saw strange English words on the T-shirts Japa-
nese people wore. He got an idea from them and 
started selling clothes with strange Japanese 
words.

イギリスの生徒の中にこのブランドの T シャツを

着ている生徒があり， 生徒たちも興味をもっている

ようであった。

新出文法導入後は， 接触節を使った文を使い，

好きな映画について友達に尋ねるインタビュー活

動を行った。

5.5  英語を使う活動を 「言語活動」 に発展させる

5.4 で紹介した例は， 生徒が意欲的に活動

してはいるものの， 新出文法の文型を覚えるた

めに繰り返して英語を使う活動にしかとどまらず，

「言語活動」 と呼ぶには， ほど遠い。 新出文法

を使い， 生徒が自発的に英語を話す活動をよ

り多く考案していきたいと考える。 Information 
Gap 活動 （情報の違いを利用した活動） はその

中でも有効な方法の 1 つだと考える。

現在分詞 （前置修飾， 後置修飾） を学習した

後， 次のような活動をした。 絵は同じだが， それ

ぞれのワークシートの人物の名前欄の空欄部分

がペアで異なる情報となるため， 現在分詞を用

いた英文を話し， ペアにその人の名前を聞き出し

ていく。

A : Who is the swimming boy?
B : He is Jiro.
A : Who is the girl playing tennis?
B : She is Sara.

実際に活動をやってみた生徒たちは， 後置修

飾がうまく活用できず， すべて前置修飾で片付けよ

うとしている者もいたが， 後置修飾との違いに気づ

かせることで軌道修正し， 情報集めを続けることが

できていた。 集まる情報の数が多いため， 英語を

得意とする生徒でもやりがいを感じる活動であった

ようであった。

また， 普段インタビュー活動をさせる際に， ど
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のように発展的な形になるのかを考えてきている。

しかしながら，なかなかうまく発展させられず，どん

な内容を尋ねられるか予め分かっているものに対

して， 生徒たちがそれぞれの答えを英語で伝える

というものが多かった。 今回の試みは， 生徒それ

ぞれに 3 色の異なったワークシートを持たせ， 自

分の持っているワークシートとは異なった色を持っ

ている生徒にインタビューをするというものである。

予め質問されることが分かっている以前のインタ

ビュー活動では， 英語をいい加減に話しているこ

とが多かったが， 今回の試みでは予めどんな質

問をされるかが分からないため， 生徒も真剣に相

手の言うことを聞こうとしている姿が見られた。

間接疑問文を使ったこの活動は， まだまだ改善

の余地があると考える。 質問の内容が， 歴史上の

出来事や生徒が好きなスポーツ選手やアイドル等

についてであったため， 特に授業中に英語で話を

する必然性を感じない内容となってしまったことを

反省している。 英語を使い， 質問されたことに即

興で答えられるという部分は達成できたが， その

話す内容についても今後考えていく必要がある。

また， 関係代名詞 ・ 主格の文法を使って， クイ

ズを考え， 問題を出し合う活動も行った。
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学習した文法に沿い， 少しずつヒントを考えて

いく。人物でもよいし，身の回りにあるものでもよい。

だんだんと核心に迫りながら 3 つのヒントを考え，

そのヒントの中の 1 つに関係代名詞を含んだ文章

を書くのが目的である。 生徒が書いたものをいくつ

か紹介する。 訂正前のものなので， エラーがある

ものもある。

関係代名詞 ・ 主格の文法を必ず使うという制限

があったものの， 生徒の多くが学習したことをやり

くりして英語を書くことができていた。 細かい間違

えはあるものの， 大まかに意味が通じる英文が書

けていた部分では， Large Grammar 活動と通じ

るものがあった。

5.6  「やりくり」 披露の場その 1

3 年生になったことで， 学習した英語が増え，

生徒たちも書きたいことを 「自分で書く」 ことがで

きるようになったことを実感している。 2 年生の時

にしたスピーチでは， 伝えたいことが自分の力で

書けず， 悔しい思いをしている生徒もいた。 今年

は， 辞書を使うことはあれ， 自力で書くことができ，

英語を書く表現の幅が広がったことに自身の成長

を感じている生徒が多かった。 またプレゼンテー

ションを意識し，visual aid を使ってのスピーチに

挑戦し， 自信をつけた。 そんな中でも， 生徒たち

が特に楽しみにしている発表活動に， 学習した英

語を使い会話や劇を創作し，発表するものがある。

生徒たちがペアまたはグループで， 教師に与え

られたテーマや文法や使用表現により， 物語や

会話を作り， クラス全体で発表するものである。 昨

年度は， 教科書をなぞるものが多かったが， 本年

度は昨年度よりも少し厳しい条件 （時間を長く会

話する， お互いの準備とは違った部分での即興

のトラップをペアにかけるなど） で挑戦させている。

生徒たちが意欲的に取り組めるのも， お互いの発

表を楽しみながら見ていることも， 生徒たちが各ク

ラスで良い人間関係を築いてきている証拠だと考

える。 自分たちの考えた物語を， 英語を駆使して

発表し， 仲間より賞賛を受けることで， 英語を使

うことへの壁がだんだん低くなってきているように

感じる。 卒業まであと残り少ない期間ではあるが，

生徒たちに発表の場を提供したいと考えている。

5.7  「やりくり」 披露の場その 2

―ニューステッドウッドスクールの生徒たちを迎えて―

本年度のやりくりの見せ場は， 10 月に行われた

イギリス。 ニューステッドウッドスクールの生徒たちと

の交流である。 3 年生は， 理科， 美術， 英語の

授業で交流し， 自分たちの英語がいかなるものな

のかを試す絶好の機会を与えられたのである。 普

段聞いている英語がアメリカ英語であるため， 事前

にのみ練習したイギリス英語を聞く活動では， 普

段聞いている発音との違いに驚き， イギリスの生

徒を受け入れることへの不安がある生徒もあった

ようだが， それを払拭するくらい， 生徒たちは準備

を丁寧に行っていた。 英語の授業では， 主に日

本の伝統的な遊び （けん玉， コマ， すごろく， 福
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笑い， 折り紙） の体験ブースを用意し， 全体では

じゃんけん列車とフルーツバスケットをやった。 す

ごろく， 福笑いは自分たちで作成し， 英語での説

明の準備などを入念に行っていた。 ところが， 実

際に交流が始まると， 準備したことよりも即興で対

応しなければならないことが多く， 生徒たちもあた

ふたとしている様子が見られたが， 自分たちが知っ

ている英語をやりくりし， 伝えられたことで， 大きな

自信につながったようであった。

事前に， 話す英語の準備をして臨んだ生徒た

ちではあったが， それらの英語はあまり役に立た

ず， 過去に勉強し頭の中に残っているものを引っ

張り出し， やりくりをしてその場で会話をつなげるこ

とのほうが大事だったという印象を受けた生徒たち

が多かった。

じゃんけん列車の様子。 Rock, scissors, paper, 
go! と言いながら， ウォーミングアップ。

折り紙の体験ブース。 「折り紙の説明をくどくどと

する必要はなかった」 と，生徒からの感想。 困っ

たら， “Do like this.” と見せるのが手っ取り早

かったようだ。

学習したばかりの関係代名詞を使ってフルーツ

バスケット。

日本でのラグビーワールドカップ開催に合わせ，

“someone who likes rugby” と言ってみたもの

の，誰も立ち上がってくれず，途方に暮れる生徒。

けん玉の体験。 似たような遊びがスペインにもあ

るようで， イギリスの生徒たちは果敢に挑戦してい

た。 “I’ ll show you how to play kendama.”

本校の生徒たちが作った福笑いをイギリスの生

徒たちに楽しんでいる。 うまくできると， すかさ

ず英語でほめことばをかける。  “ Nice!” “Very 
good!”

こちらも本校の生徒たち作成のすごろく。 イギリス

の生徒たちに遊び方を説明しながら楽しんでいる。
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5.8  おわりに

英語はことばである， と生徒に言い続けて 2 年

が経とうとしている。 ことばであるからこそ， やりくり

の幅も広がるが， その広げ方が難しいときもある。

また， 自分が伝えたいことを外国語で話すという喜

びと受験で必要な教科であるという狭間で， 生徒

たちは学習を続けている。 この 2 年間で提示して

きた様々な学習法ややりくりの手段を， 今後の英

語学習にも生かし， 受験や時代の流れに振り回さ

れない普遍的な英語力を生徒たちが身につけて

いくことを望んでいる。

【参考文献】

著者 （発行年） 『タイトル』  出版社  の順

足立和美 （2016） 『地域教育学研究 8 巻 1 号』 鳥

取大学地域教育学科

足立和美 （2014） 『地域教育学研究 6 巻 1 号』 鳥

取大学地域教育学科

澤井陽介 （2017） 『授業の見方』 東洋館出版社　

藤村宣之ほか編（2018）『協同的探求学習で育む「わ

かる学力」』 ミネルヴァ書房

6.  国際交流

6.1.  交流が始まるまで

本校は 2014 年度より英国のニューステッドウッド

スクールの生徒と文通交流を始めている。 それ以

前は教員同士の交流が行われていたことに加えて

生徒同士でも交流ができたらという両校の教員同

士の提案で手紙を通したやりとりが交流のスタート

となる。 翌年の 2015 年には， 国際交流プログラ

ムで日本語の授業を選択し学習している英国生徒

が研修として来日した。 日本語を選択している生

徒の日本への研修旅行が 2 年に一度行われること

に際して， 日本文化や日本の学校生活を体験する

プログラムを本校で行いた

いとの申し出をいただき，

2015 年度， 同校と 1 回目

の国際交流プログラムが

実現し， 現在に至る。

6.2.  ホストファミリーの募集

国際交流プログラムで来日時の生徒の滞在は，

本校生徒の家庭に滞在するホームステイが基本と

なる。 鳥取に滞在する 10 月 23 日から 26 日まで

の 3 泊 4 日， ホストファミリーの受け入れが可能な

家庭の募集を 5 月より開始した。 受け入れ経験の

ある家庭や， 初めて受け入れに申し込む家庭が

あった。 本校 PTA である懇話会の協力も得なが

らホストファミリーが決定した。

6.3.  事前説明会

ホストファミリーの保護者， 生徒を対象にした説

明会を 9 月下旬に開催した。 今までの交流の経

緯や今年度の交流日程， ホームステイ時の注意

事項などの説明や， 実際に受け入れをお願いする

生徒の情報を渡し， 食事や健康面での配慮を依

頼した。 英国生徒は， 授業で日本語を選択して

いる生徒であり， 日本文化を学ぼうと来日する。 互

いの文化を尊重し， 理解しようとすることでコミュニ

ケーションが図れることを伝え，視野を広げるチャン

スととらえて前向きにホストファミリーにチャレンジさ

れる家庭が多く感謝している。

6.4.  国際交流プログラム 

本年度は， 全クラスの生徒との交流時間を計画

し， 英語だけでなく， さまざまな教科で交流授業

を行うことができた。 交流中に使用する言語は日

本の生徒はできるだけ英語を使い， 英国の生徒

は日本語で発表するように努めた。 互いの言語や

文化を尊重し， 学び合おうとする姿勢がどの授業

でも見られ有意義な交流となった。

87

鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 51, March 1, 2020

Large Grammar 法を応用したアウトプット活動



第 1日目　10 月 23 日 （水）

時刻 日程

 8 ： 10 登校

15 ： 52

16 ： 00

鳥取駅着
スーパーはくと　
鳥取駅発
鳥大前着

16 ： 10 英国生徒
鳥取駅到着

16 ： 30 歓迎セレモニー

解散

第 2 日目　10 月 24 日 （木）

時刻 日程

 8 ： 10 登校

 8 ： 15 朝の連絡

1 校時
歓迎式典
　生徒会主催

2 校時
教科　英語
学年　2 年　AB 組

3 校時
教科　理科
学年　3 年　AC 組

4 校時 終学活　下校

昼食
英国生徒と
ホストファミリー　
大学学食でランチ

14 ： 00

～

16 ： 00

砂丘散策
砂の美術館見学

16 ： 30 下校

吹奏楽部の歓迎演奏， 3 年生有志による和楽

器演奏など， 生徒全員の拍手に包まれた温かい

歓迎式典を行うことができた。 どの生徒も英国生

徒の来日を心待ちにしていた様子がうかがえる温

かい出会いの時間となった。

3 年生の理科の授業では，毎時間の始まりに「理

科話」 を英語で行っている。 交流授業では， そ

の集大成として日英の代表生徒たちによる 「理科

話」 のプレゼンテーションを行った。 プレゼンテー

ションの後には聞いた感想や分かったことなどを書

き， 発表者へのフィードバックも行われた。（図1）

今回， 初めて理科の交流授業が実現した。 授

業者の服部教諭が毎日の帯活動で行っている内

容に加え， 英語科の金森教諭がプレゼンテー

ションに必要な表現を助言することにより生徒たち

が自信を持ってプレゼンテーションに臨むことがで

きた。 英語の授業で交流することでコミュニケー

ションの場面は生まれるが， 他教科での学び， 身

につけた成果を発信することも大切なことである。

理科の交流授業では， 両国の生徒がすばらしい

発表を行った。 それは， 発表者だけでなく， 聞い

ている生徒全員にとっても深い学びを得られた授

業であり， 理科に関する興味はもちろん， 英語を

運用して話すことへの十分な動機づけとなった。 英

図 1 理科話　ワークシート

歓迎式典
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語はコミュニケーションのツールの一つであり， 発

信内容を他教科での学びにすれば， どの教科で

の交流も実現可能であると考えられる。 英語科は，

今後の交流授業でも他教科と連携していきたい。

第 3 日目　10 月 25 日 （金）

時刻 日程

8:10 登校

8:15 朝の連絡

1 校時
教科　書写　

学年　2 年 CD 組

2 校時 教科　英語

学年　　3 年　B 組

3 校時
教科　英語 （学活）

学年 1 年　全クラス

4 校時
教科　美術

学年　　3 年　D 組

給食 多目的で給食

5 校時
教科　保体

学年 1 年 CD 組女子

6 校時 振り返り

16:30 下校

第 4 日目　10 月 26 日 （土）

時刻 日程

8 ： 00 鳥取駅　集合

8 ： 10 お別れの会

（JR 鳥取駅会議室）

8 ： 30 お見送り

8 ： 53 鳥取駅出発

9 ： 00 解散

様々な教科で交流授業を行い， 附属中学校の

普段の学びを英国生徒と発信し共有する時間を

持った。 言葉でのやりとりはもちろん，ジェスチャー

を用いたコミュニケーションも活発に行われた。 日

本文化 （書写やけん玉，すごろく， ソーラン節など）

の紹介では，本校生徒が現物を示して実際に使っ

てみたり， 使わせてみたりすることに加えて， 知っ

ている語いで説明を行っていた。 交流の後， 生

徒たちは交流で自分の意図が相手に伝わった喜

びを感じるのと同時に， 知っているけれど使えな

い語いが実に多いことに気づく。 交流が生徒たち

の学びのスタートとなったことは言うまでもない。

図 2 2 年書写

図 4 1 年女子保健体育　ソーラン節

図 3  3 年美術　紙の染色

書写

保健体育

見送り

美術
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6.5.  交流を終えて

生徒アンケート （生徒の振り返り用紙より）

○　英国の学校制度や授業のことを聞けて楽し

かったです。 驚いたのは体育でボクシングを選

択できることです。

○ 正しい英語は全くできていなかったと思うけど，

伝えよう！とすると伝わるんだなぁと実感しまし

た。 初日は緊張してあまり会話は続かなかった

です。 でも 2． 3 日目は慣れてきて英国の話と

か家族の話をしたりできました。

○ 文法にとらわれすぎず， 知っている言葉を使う努

力をすると相手に伝わるようになったし， 相手が

伝えたいことが分かるようになりました。 積極的

に話すことが英語の上達にもつながるし， 関係を

深められるということが分かりました。 もっと英語

の勉強を頑張りたいという気持ちが強まりました。

○ 英語でコミュニケーションを取る楽しさを感じる

ことができました。 まずは笑顔が大事なんだな

と思いました。 話したことがない人でも笑顔を向

ければ話しかけてくれました。

○ 今回， 2 回目の受け入れをさせてもらいました。

1 年生で受け入れをしたときに比べて， うまく英

語が話せて自分の成長も感じることができまし

た。自分もいつか英国に行きたいと思えました。

○ 連絡先を交換しあったので， 今もメールでやり

とりをしています。 また会おうと約束もしたので

長い間交流を続けていきたいです。

○ 今回のホームステイを通して， 語学力の重要性

よりも伝えようとする気持ちの大切さを感じまし

た。 伝えようと努力すれば相手も理解しようとし

てくれます。加えて，英語の単語数や使いまわし，

あいづちなど会話をするにはまだ不十分なとこ

ろを自分でたくさん発見できました。 将来， 海

外に行って勉強をしてみたいです。 海外の文化

や歴史を体験したいです。 今回のホームステイ

は私に目標をくれました。 ホームステイをして良

かったと本当に感じます。

保護者 （ホストファミリー） アンケート

受け入れの感想

○ 英語を普段使う機会がないので， とてもいい体

験になったと思う。 ホームステイの後， 「これは

英語でなんて言うの？」 とよく聞かれるようになり，

英語への興味が深まっているように感じた。

○ 日本のことを伝えようとする中で， 改めて自国

の文化や地域， 生活について見直し深く考え

る契機となったことや， 言葉の壁があっても何

とかして伝えようと一歩を踏み出す中でコミュ

ニケーションが取れることを体感できた点が良

かったです。

○ 家族全員が楽しく過ごせました。 鳥取の説明，

名探偵コナンや折り紙を通して子どもたちは交

流できたようです。

○ 異文化に触れることで刺激も生まれ， 家族や

親同士が話をする機会も増え良いコミュニケー

ションの場となりました。

困ったこと

○ 日本の何に興味があるのかを事前に聞いてお

くべきだった。

○ 一緒にしたいことがありすぎて時間が足らなっ

たこと。

○ 平日のホームステイだったので， どこかへ連れて

行くことができず少し残念な思いがあります。

食事について

○ 何を料理すればいいのかメニューを考えるの

に苦労しました。 実際には何でも残さず食べ

てくれて心配しすぎた印象でした。

○ 朝食で目玉焼きを作ったら食べられず白身だ

け食べて黄身は残りました。 ゆで卵だったら食

べられたそうなので事前に聞いてあげればよ

かったです。

○ 事前に食べたいものを教えてもらっていたので，

メニューはあらかじめ決めていた。 また， 牛肉

はＮＧだったものの 「他は何でも挑戦してみたい」

と言ってくれたのでまったく問題なかった。

○ 前日までのステイ先の食事と我が家での食事

が同じようなものだった（寿司，てんぷら） ので，

本人に確認して少し変更しました。 たまには

パンも食べたいかなと思い， パンかご飯か選

べるようにしたときもありましたが， ご飯を選ん

で食べていました。
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気づいたこと

○ ペンパルで交流をさせていただいた分， お互い

を少しずつ理解しながらの受け入れであったこと

はこちらとしても安心感は大きかったです。

○ 鳥取での滞在がほとんど大雨となってしまい，

少しかわいそうな気もしました。 体調を崩すこ

となく元気にすごしてくれたことが何よりでした。

娘にも貴重な経験となり家族全員での一生の

思い出となりました。

○ 日本に来ていただくだけでなく， 日本の生徒が

英国へ行くことができるプログラムならいいのに

なと思いました。

○ とてもまじめな生徒さんでピアノもとても上手でし

た。お手伝いもしてくれて子どもたちにはお姉さん

のような存在として見本になりました。 早寝早起

きもされていて困ることはありませんでした。

○ 英国の文化を知ることができたのはとても有意

義なものとなりました。 学生さんにこたつや寝

具， 日本家具について喜んでもらえたようでこ

ちらもうれしく感じました。

○ 2 年前の受け入れでは翻訳アプリに頼ることが

多く本人も英語が話せないことを自覚していまし

た。 今回は受け入れまでに， ペンパルで交流

をしていたので翻訳アプリに頼らずに会話をしよ

うと決めていました。私たちが思っていた以上に，

会話の上達を感じた日々でした。 先生方のご指

導によるものと感謝しております。

6.6.  交流を終えて

英国ニューステッドウッドスクールで日本語を選択

している生徒が行う日本研修のプログラムには， 東

京， 神奈川での交流に加えて， 鳥取での交流プロ

グラムが計画されている。 「なぜ鳥取へ？」 英国で

の保護者説明会ではそんな質問も出ると担当者よ

り聞いた。 外国の人へ 「日本」 を伝えるときに， 首

都である東京や古都である京都の神社仏閣を紹介

することは多い。 そんな中で英国訪問団が鳥取へ

やってきて鳥取大学附属中学校との交流をするの

は， そこに人と人との縁が存在することに他ならな

い。 はじめに，で述べたようにニューステッドウッドス

クールと鳥取大学とは教員交流をスタートに交流を

始め， 生徒同士の交流ができたらとの願いから日本

研修のプログラムに鳥取への訪問が計画された。

今回の交流では 「鳥取の魅力」 や 「日本人らし

さ， あたたかさ」 を附属中学校の生徒全員で， そ

して英国生徒の滞在先であるホストファミリーのみ

なさんで英国生徒へ示すことができたように思う。

今年度国際交流を経験した 1 年生の生徒が 2
年後， 3 年生になったときに再び交流できることを

信じ， その場面で自分の成長を感じることのできる

交流ができることを願う。本校の生徒たちであれば，

異文化を受け入れること， 外国の方を心からもてな

すことができ， 積極的に自分や自分の住む町， 国

の魅力を十分に発信できる力があると信じている。

7.  国際交流のこれから

交流事業は今回で 3 度目となった。 両校の担当

教師が互いに感謝を伝え合ったあと， 「交流はここ

からがスタートですね」 の一言で締めくくる。 今回の

交流を通して， 今後学習への意欲や外国への興味

を抱いたり， ペンパル交流をしてみたいと願う生徒が

出てきたりとまさに生徒たちは今後の交流へのスター

ト地点に立っている。 実際， ペンパル交流や 2 年

後のホストファミリーとして今から意欲を見せる生徒も

ある。 2 年後の本校での国際交流を心待ちにしつ

つ， それまでの日英の生徒同士の交流がますます

活発なやりとりになることを願っている。
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